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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

常 任 委 員 会

総

　

務

委 員 長 篠 原 重 寿

副委員長 安 藤 康 次

委 員 大 賀 正 三

〃 大久保隆敏

〃 原 　 俊 博

〃 大 矢 一 夫

〃 井 上 浩 司

〃 大 平 直 昭

建

設

経

済

委 員 長 立 石 隆 男

副委員長 伊 丹 準 二

委 員 岡 田 正 德

〃 中 村 保 男

〃 森 谷 政 義

〃 楠 井 泰 功

〃 安 藤 忠 明

〃 五 味 伸 亮

文

教

民

生

委 員 長 西 山 正 勝

副委員長 詫 間 　 茂

委 員 秋 山 忠 敏

〃 高 橋 照 雄

〃 黒川健太郎

〃 安 藤 清 高

〃 石 山 秀 和

〃 友 枝 俊 陽

広

聴

広

報

委 員 長 石 山 秀 和

副委員長 五 味 伸 亮

委 員 楠 井 泰 功

〃 安 藤 清 高

〃 篠 原 重 寿

〃 井 上 浩 司

〃 大 平 直 昭

〃 詫 間 　 茂

平２４.１２.４選任

議 会 運 営 委 員 会
委 員 長 中 村 保 男
副委員長 五 味 伸 亮
委　　員 秋 山 忠 敏

〃 西 山 正 勝
〃 大 賀 正 三
〃 安 藤 忠 明
〃 篠 原 重 寿
〃 立 石 隆 男

平２４.１２.４選任

１２月定例会で
次のとおり委員の

任命などに同意しました
○ 教育委員会委員
　齋藤悦子　　木之郷町
○ 公平委員会委員
　平野　清　　大野原町
○ 人権擁護委員
　五味　勲　　高屋町
　三宅敬子　　琴浪町

１２月定例会の主な内容

４日招集・会期１７日間
一般会計補正予算など原案可決

　平成２４年度第４回定例会が１２月４日招集さ
れ、２０日までの１７日間の会期で開かれました。
　４日の招集日には、歳入・歳出予算の総額
に４億１，７１４万２千円を追加し総額を２５４億
９，５８８万７千円とする一般会計補正予算のほ
か特別会計などの補正予算５議案、専決処分
の承認など２０議案の計２５議案が提出され、市
長の提案理由の説明に続いて、委員会付託を
省略し即日採決の後同意された委員の任命・
選任など３議案を除く２２議案がそれぞれ所管
の委員会に付託されました。
　１０日・１１日の両日は、１２名の議員が一般質
問に立ち、それぞれ当局の考えをただしまし
た。
　１２日から１４日にかけて総務・建設経済・文
教民生などの各常任委員会が開催され、付託
された議案や陳情などを慎重に審査しました。
　最終日の２０日には、本会議において、各常
任委員長より付託された議案などの審査結果
が報告され、採決の結果すべての市長提出議
案を承認・可決・同意、陳情３件を継続審査、
１件を不採択と決定しました。
　続いて、市長より工事請負契約の締結など
３議案が追加上程され、直ちに総務常任委員
会に付託し、審査が行われました。本会議に
おいて委員長報告が行われ、採決によりすべ
て同意と決定しました。
　また、議員により、議会提出議案として議
会基本条例の一部改正など３議案が提出され
ましたが、これらもすべて可決と決定して本
会議を閉会としました。
　なお、審議結果は、１３ページ「審議した議
案等とその結果」のとおりです。

議
長
に
森
谷
政
義
氏

副
議
長
に
大
矢
一
夫
氏
を
選
出

　観
音
寺
市
で
は
、
本
年
を
多
様
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
の
整

備
や
都
市
機
能
の
充
実
を
図
り
、「
将
来
に
わ
た
っ

て
輝
き
続
け
る
ま
ち
」
を
創
る
ス
タ
ー
ト
の
年
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　統
合
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
建
設
が
始

ま
り
、
新
庁
舎
、
新
市
民
会
館
の
建
設
計
画
な
ど

が
、
確
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
社
会

資
本
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
市
議
会
と
し
て
は

市
民
の
立
場
に
立
っ
て
執
行
部
と
十
分
に
議
論
し
、

真
に
市
民
の
望
む
施
設
と
な
る
よ
う
、
議
会
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　市
町
合
併
後
８
年
目
を
迎
え
、
市
議
会
も
新
観

音
寺
市
の
議
会
と
な
っ
て
２
期
目
の
最
終
年
と
な

り
ま
す
。
議
会
報
告
会
や
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

じ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
わ
か
り
や
す
い
開
か
れ

た
市
議
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

議
長

森
谷

　政
義

副
議
長

大
矢

　一
夫
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

個人質問 一般質問項目表

●印については、質問と答弁の内容を本ページ以降に掲載しています。

　
　
　現
在
の
小
・
中
学
校
の

先
生
方
の
勤
務
状
況
は
多
忙
を

極
め
、
ほ
と
ん
ど
の
先
生
方
が

朝
７
時
ご
ろ
か
ら
夜
８
時
・
９

  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

詫

間　

茂

小
中
学
校
の
教
育
現
況
に
つ
い
て

質
問

（12月定例会）

時
ご
ろ
ま
で
仕
事
を
し
、
土
日

も
学
校
で
仕
事
を
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
国
で
定
め
ら

れ
て
い
る
教
諭
の
人
数
で
は
明

ら
か
に
人
員
不
足
で
あ
り
、
教

員
の
加
配
、
市
講
師
・
支
援
員

を
多
数
配
置
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
先
生
方
が
本
来
の

仕
事
で
あ
る
授
業
、
部
活
動
に

集
中
し
、
生
徒
と
向
か
い
合
う

時
間
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　小
・
中
学
校
の
教
員
は

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
、
生
活

指
導
に
、
ま
た
、
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
へ
の
個
別
指
導
や

校
内
の
数
多
く
の
校
務
分
掌
・

事
務
作
業
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
て
い
る
。
市
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
教
育
活
動
の
充
実

の
た
め
に
加
配
教
員
の
増
員
要

請
、
市
講
師
、
支
援
員
の
配
置
、

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
な

ど
、
多
面
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て

先
生
が
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と

向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
い

じ
め
や
不
登

校
な
ど
に
も

対
処
し
た
い

と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　白
川
市
長
は
観
音
寺
市

・
大
野
原
町
・
豊
浜
町
の
１
市

２
町
が
合
併
し
た
選
挙
で
初
代

の
市
長
と
し
て
当
選
さ
れ
、
次

の
選
挙
で
も
当
選
、
現
在
は
２

期
目
で
あ
る
。
市
長
は
来
年
の

市
長
選
挙
に
再
度
出
馬
さ
れ
る

の
か
ど
う
か
伺
う
。

　
　
　私
は
、
合
併
後
の
観
音

寺
市
長
と
し
て
２
期
目
を
迎
え

て
い
る
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
、
元
気
都
市
観
音
寺
の
実
現

を
め
ざ
し
て
、
全
力
で
市
政
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で

の
市
政
に
対
し
て
、
多
く
の
方

々
か
ら
の
ご
支
持
、
ご
声
援
を

い
た
だ
く
反
面
、
市
政
に
対
す

る
不
満
や
一
体
感
の
醸
成
の
不

十
分
さ
の
声
を
聞
く
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
声
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
市
長
と
し

て
市
民
に
対
し
て
、
市
の
施
策

や
取
り
組
み
を
十
分
に
説
明
す

る
責
務
が
あ
る
と
思
い
、
機
会

が
あ
る
ご
と
に
、
自
治
会
総
会

や
敬
老
会
な
ど
の
各
種
会
合
に

出
席
し
て
、
施
策
の
説
明
を
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
力

黒
川
健
太
郎

市
長
選
挙
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

詫 間　 茂
（民政クラブ）

・トライアスロンについて
●小・中学校の教育現況について
・運動公園の整備について

黒川健太郎
（民政クラブ）

●市長選挙について
・第２回瀬戸内国際芸術祭について

大 平 直 昭
（民政クラブ）

・自治基本条例について
●農業施策について
・自治会館の建設整備に対する補助金に

ついて

安 藤 康 次
（ 無 所 属 ） ●２０１３年度予算編成方針について

篠 原　 重 寿
（社会民主党）

●子育て支援について
・耐震対策について

井 上 浩 司
（民政クラブ）

・支所のあり方について
●農業政策について

安 藤 清 高
（日本共産党）

・来年度（２０１３年）予算編成の基本方
針について

●介護保険の認定について
・介護保険料・利用料の減免制度実施に

ついて
・介護手当の支給改善について
・自主防災組織への支援について
・ため池の防災対策について
・通学路危険箇所の改善について

石 山 秀 和
（公　明　党）

・税の滞納整理について
・介護保険制度の改善について
●観音寺版「ゆるキャラ」でまちおこし

について

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

●公共施設・道路について
・経済活性化について
・医療・福祉環境の向上について
・地域サロンについて

原　 俊 博
（市民フォーラム） ●２０１３年度予算編成方針について

安 藤 忠 明
（公　明　党） ●竜巻・落雷対策について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・ファミリープールの施設管理と運用に
ついて

●瀬戸内国際芸術祭と周辺地域の相互連
携について

・土曜日授業の導入提案について
・中央七間橋線の道路拡幅事業について

市民フォーラムのご案内

２月１５日（金）
　　午後６時３０分～午後８時３０分
市民会館中ホール

（エレベーターが利用できます）

第１部　基調講演
　　ＮＰＯ法人いのちの応援舎
　　　　理事長　山本　文子氏
　　「～いのち輝いて～」
第２部　パネルディスカッション

市民、保育現場の先生、園経営者、
市子育て関係部局からのパネリスト
による討論会

質疑応答
観音寺市議会
議会事務局　☎２３−３９１３

テーマ
安心して子どもを産み育てられる環境づくり

日 時

場 所

内 容

主 催

問合せ
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　農
業
公
社
の
設
立
に
つ

い
て
は
、
市
が
直
接
設
立
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
第
３
セ
ク

タ
ー
を
設
立
し
、
出
資
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。
す
で
に
農

業
公
社
と
同
じ
よ
う
な
農
業
法

人
・
集
落
営
農
と
い
っ
た
団
体

や
グ
ル
ー
プ
が
市
内
に
存
在
し

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
団
体
や

グ
ル
ー
プ
は
独
自
に
活
動
を
し
、

農
地
の
集
約
や
大
型
農
業
機
械

の
導
入
で
、
地
域
農
業
の
中
心

的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
現

状
で
は
、
こ
う
い
っ
た
人
達
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と

多
く
の
農
業
法
人
な
ど
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　ま
た
、
農
地
を
農
地
と
し
て

保
全
管
理
し
て
い
く
に
は
、
国

・
県
の
圃
場
整
備
事
業
を
活
用

し
、
利
用
し
や
す
い
農
地
に
す

る
こ
と
が
、
費
用
対
効
果
か
ら

も
有
望
か
と
思
う
。

　
　
　介
護
保
険
は
、
高
齢
者

に
対
す
る
公
的
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
制
度
で
あ
る
。

憲
法
で
第
２５
条
が
定
め
ら
れ
て

事
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
実

施
す
る
計
画
で
あ
り
、
来
年
度

は
農
地
の
集
約
、
新
規
就
農
者

支
援
、
担
い
手
の
確
保
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
な
ど
に
重
点
を

お
い
た
農
業
施
策
を
考
え
て
い

る
。　

　
　
「
枠
配
分
方
式
」
を
採
用

す
る
中
で
、
物
件
費
、
補
助
費
、

投
資
的
経
費
5
％
削
減
の
具
体

的
な
考
え
方
。
国
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
削
減
が
感
じ
取
ら
れ

る
中
、
投
資
的
経
費
な
ど
5
％

削
減
、
経
費
の
大
胆
な
縮
減
と

徹
底
し
た
歳
出
抑
制
の
予
算
編

成
で
は
市
政
運
営
が
硬
直
し
て

「
生
き
生
き
し
た
」
動
き
に
な
ら

な
い
、
5
％
を
超
え
る
金
額
の

自
主
財
源
の
確
保
・
確
立
策
を

早
急
に
立
案
す
べ
し
と
考
え
る
。

　
　
　歳
入
は
市
税
・
地
方
交

付
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

よ
っ
て
、
歳
出
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
事
業
に
お
い
て
緊
急

性
、
必
要
性
を
再
点
検
し
、
物

件
費
、
補
助
費
な
ど
の
経
常
的

な
管
理
的
経
費
及
び
普
通
建
設

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で

平
成
２４
年
度
当
初
予
算
額
の
９５

％
の
範
囲
内
で
見
積
る
。
自
主

財
源
の
確
保
策
は
、
市
税
や
使

用
料
な
ど
の
収
納
率
向
上
と
中

長
期
的
に
市
税
収
入
増
加
要
因

と
な
る
住
環
境
整
備
に
よ
る
転

入
・
定
住
策
や
産
業
振
興
、
活

性
化
策
を
推
進
し
、
住
み
や
す

く
魅
力
あ
る
本
市
の
実
現
に
向

け
た
予
算
編
成
に
取
り
組
み
た

い
。　

　
　①
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の「
次

世
代
育
成
支
援
行
動
後
期
計
画
」

（
平
成
２２
～
２６
）
の
中
間
的
総
括

は
②
２
年
前
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
へ
委
託

し
、
豊
浜
支
所
横
で
開
設
し
た

「
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
」
の
利
用
状

況
は
③
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
世
帯
が
一

時
的
な
子
ど
も
の
預
か
り
を
希

望
し
た
時
、
登
録
し
て
い
る
家

庭
が
預
か
る
シ
ス
テ
ム
）
は
県

内
８
市
の
内
６
市
が
す
で
に
実

施
し
て
い
る
。
わ
が
市
も
導
入

す
べ
き
で
は
。

　
　
　①
計
画
は
１４
の
施
策
目

標
で
取
り
組
み
を
進
め
、
国
や

県
の
制
度
と
関
連
す
る
分
野
は

連
携
を
図
る
。
目
的
達
成
の
検

証
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
も
視
野
に
検
討
し
た
い
。

②
平
成
２４
年
度
１０
月
末
ま
で
は
、

親
子
ひ
ろ
ば
が
３
７
７
組
、
一

時
預
か
り
が
４６
人
、
子
育
て
相

談
が
３１
件
と
な
っ
て
い
る
。
③

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

に
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
、

支
援
団
体
な
ど
の
掘
り
起
こ
し

や
育
成
を
行
う
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
２６
年
度
開
設
に
向
け
、
委

託
先
な
ど
を
含
め
検
討
す
る
。

　
　
　耕
作
放
棄
地
や
農
地
の

遊
休
地
の
有
効
な
活
用
が
喫
緊

の
重
要
課
題
で
、
農
地
の
集
約

化
が
今
後
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
農
地

を
集
約
化
し
、
や
る
気
の
あ
る

働
き
手
が
借
り
手
と
な
る
た
め

の
、
魅
力
あ
る
農
地
へ
と
転
換

す
る
必
要
が
あ
り
、
農
業
公
社

な
ど
の
設
立
に
つ
い
て
伺
う
。

で
市
政
に
取
り
組
む
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ

く
中
で
、
適
当
と
思
う
時
期
に
、

私
自
身
の
進
退
を
明
ら
か
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　昨
年
来
要
請
し
て
い
る

市
独
自
の
新
た
な
農
業
施
策
を
、

来
年
度
に
計
画
し
て
い
る
の
か

ど
う
か
伺
う
。

　
　
　担
い
手
が
農
地
を
集
積

し
や
す
い
よ
う
に
、
育
成
す
べ

き
農
業
者
農
地
集
積
支
援
事
業

や
県
の
新
規
就
農
者
サ
ポ
ー
ト

事
業
へ
の
取
り
組
み
、
ま
た
、

就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の

定
着
を
図
る
た
め
、
市
独
自
で

の
新
規
就
農
者
活
動
支
援
事
業

の
創
設
、
そ
し
て
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止

の
た
め
の
器
具
導
入
へ
の
支
援
、

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
組
織

化
を
通
じ
、
地
域
農
業
の
新
た

な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
、

県
の
地
域
を
支
え
る
集
落
営
農

加
速
化
事
業
へ
の
支
援
、
さ
ら

に
、
耕
作
放
棄
地
を
再
生
す
る

た
め
の
耕
作
放
棄
地
再
生
対
策

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

安
藤　

康
次

篠
原　

重
寿

２
０
１
３
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

井
上　

浩
司

農
業
政
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

介
護
保
険
の
認
定
に
つ
い
て

安
藤　

清
高

答
弁

質
問

大
平　

直
昭

農
業
施
策
に
つ
い
て
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

い
る
生
存
権
を
す
べ
て
の
高
齢

者
に
保
障
す
る
立
場
か
ら
見
る

と
現
状
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る

制
度
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
要

介
護
認
定
度
の
判
定
・
保
険
料

・
利
用
料
の
減
免
制
度
な
ど
の

改
善
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
認
定
有
効
期
間
中
の
介
護
認

定
区
分
の
変
更
に
つ
い
て
②
認

定
に
不
服
が
あ
る
場
合
の
不
服

申
し
立
て
に
つ
い
て
③
不
服
審

査
な
ど
を
申
し
立
て
た
く
て
も

手
法
が
わ
か
ら
な
い
利
用
者
の

た
め
に
制
度
を
分
か
り
や
す
く

す
る
周
知
に
つ
い
て

　
　
　①
要
介
護
認
定
区
分
変

更
に
つ
い
て
は
、
認
定
有
効
期

間
中
に
、
介
護
度
が
変
化
し
た

場
合
に
は
要
介
護
状
態
区
分
変

更
申
請
が
で
き
る
。
②
認
定
結

果
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
香

川
県
介
護
保
険
審
査
会
に
不
服

の
申
し
立
て
が
で
き
る
。
③
不

服
申
し
立
て
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
本
人
に
認
定
結
果
を
通
知

す
る
通
知
書
の
中
に
記
載
し
て
、

本
人
、
家
族
に
周
知
を
し
て
い

る
。

　
　
　「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
を
核
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
、
そ
れ
に
付
随
し
た
ご

当
地
商
品
が
次
々
と
生
み
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
が
、
地
場
産
業
の
活

性
化
に
革
命
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
て
い
る
。
こ
の
流
れ
に

本
市
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
特

産
品
な
ど
と
連
動
さ
せ
た
イ
メ

ー
ジ
作
り
を
開
始
す
べ
き
と
提

案
す
る
。

　旧
観
音
寺
市
で
は
「
寛
永
通

宝
」
銭
形
平
次
か
ら
生
ま
れ
た

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
銭

形
く
ん
」
大
野
原
町
萩
祭
り
の

「
萩
た
ろ
う
」
豊
浜
町
観
光
協
会

の
「
と
ん
ぼ
ク
ン
」
な
ど
が
長

く
親
し
ま
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
現
在
ど
の

よ
う
な
位
置
付
け
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　「
銭
形
く
ん
」
は
、
市
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
の
使
用
基
準
に
関
す
る
要

綱
を
定
め
、
市
内
の
住
民
組
織

や
公
共
的
団
体
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。「
萩
た
ろ
う
」

「
と
ん
ぼ
ク
ン
」
は
萩
祭
り
、
ち

ょ
う
さ
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て

お
り
、
現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
活
躍
中
で
あ

る
。　

　
　先
日
の
中
央
道
ト
ン
ネ

ル
崩
落
事
故
に
た
と
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
不
測
の
事
故
に
対
し

行
政
は
、
そ
の
責
を
問
わ
れ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本

市
が
管
理
す
る
公
共
施
設
・
道

路
・
橋
梁
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
将
来
的
な
財
政
縮
減
傾

向
の
中
、
過
不
足
の
な
い
施
設

運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
る
。
合
併
後
７
年
を
経

過
し
た
今
、
２
８
５
カ
所
の
公

共
施
設
・
道
路
・
橋
梁
に
つ
い

て
総
合
的
な
必
要
性
、
重
要
性

に
基
づ
い
た
将
来
的
活
用
に
踏

み
込
ん
だ
『
管
理
台
帳
』
の
有

無
と
、
将
来
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

　
　
　平
成
１９
年
度
か
ら
公
有

財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

平
成
２２
年
度
か
ら
年
次
更
新
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
増
改

築
、
修
繕
な
ど
の
現
状
把
握
に

努
め
、
公
有
財
産
の
総
括
的
な

管
理
と
有
効
活
用
を
行
い
た
い
。

市
道
に
つ
い
て
は
、
総
延
長
５

７
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
日
々
の

道
路
点
検
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

橋
梁
３
６
１
橋
に
つ
い
て
は
、

延
長
１５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
４４
橋

に
つ
い
て
、
維
持
管
理
費
の
縮

減
と
将
来
的
な
予
算
の
平
準
化

を
目
的
と
し
た
「
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
を
実
行
し
て
い

く
。　

　
　予
算
編
成
を
振
り
返
る

と
２１
年
度
は
前
年
度
比
１０
・
７

％
減
で
２
３
０
億
５
千
万
、
５

回
の
補
正
を
含
め
、
約
２４
億
増

と
な
る
。
２２
年
度
は
前
年
度
比

０
・
７
％
減
で
２
２
８
億
８
千

万
、
３
回
の
補
正
を
含
め
約
３６

億
増
、
２３
年
度
は
前
年
度
比
０

・
５
％
増
、
２
２
９
億
１
千
万
、

４
回
の
補
正
を
含
め
、
８
億
４

千
万
増
、
２４
年
度
は
前
年
度
比

６
％
増
、
２
４
２
億
９
千
万
、

３
回
の
補
正
を
含
め
、
１２
億
増
、

２５
年
度
は
新
聞
紙
上
に
発
表
さ

れ
２
０
１
２
年
度
当
初
予
算
比

５
％
削
減
の
方
針
。
厳
し
い
財

政
運
営
を
想
定
、
事
業
の
選
択

と
集
中
を
図
り
、
経
費
の
大
胆

な
縮
減
と
徹
底
し
た
歳
出
抑
制

を
講
じ
る
と
あ
る
。
５
％
削
減

方
針
新
聞
記
事
を
見
た
市
民
は

ど
う
考
え
る
か
。
約
１２
億
円
の

削
減
、
全
事
業
一
律
５
％
削
減

す
る
の
か
。
具
体
的
な
方
針
が

必
要
で
は
な
い
か
。
３
月
予
算

審
査
の
判
断
材
料
と
な
る
方
針

が
必
要
。
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　全
事
業
一
律
５
％
削
減

す
る
も
の
で
は
な
い
。
縮
少
や

廃
止
す
る
事
業
は
、
ま
だ
検
討

中
で
あ
り
、
今
後
と
も
市
民
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
ま
た
議
員

の
方
か
ら
も
ご
提
案
い
た
だ
き

な
が
ら
、
事
業
の
選
択
と
集
中

に
よ
る
め
り
は
り
の
あ
る
予
算

と
し
た
い
。

　
　
　近
年
、
全
国
的
な
被
害

が
起
き
て
い
る
が
、
本
市
の
被

害
や
対
応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
サ
ー

バ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
保
護

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁

公
共
施
設
・
道
路
に
つ
い
て

石
山　

秀
和

伊
丹　

準
二

観
音
寺
版「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」で

　
　
　
町
お
こ
し
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

質
問

原　

俊

博

２
０
１
３
年
度

　
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

安
藤　

忠
明

竜
巻
・
落
雷
対
策
に
つ
い
て

質
問
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、下記の内容で先進地視察を実施しました。

平成２４年１１月１２日（月）～１３日（火）

●東京都立川市　
　【協働のまちづくり】
①協働推進指針

　役所と市民活動団体などが協働するだけで
はなく、市民同士の協働、市民と企業との協
働など複合的な協働を展開することによって、

「新しい公共」を推進していくことが目標。
市民などの自主的な活動で地域を支えていく。

②協働のまちづくり推進事業補助金
　地域課題解決のため、他の団体と連携及び
協働し、自発的に取り組む公益的な事業に対
し、「協働のまちづくり推進事業補助金」を
交付。

●東京都西東京市
　【公共施設保全計画について】
①公共施設保全計画について

　市の合併により、同機能施設の重複や老朽
化の進行という課題が発生。解決策として、
施設白書を策定し、施設管理システムを構築、
公共施設保全計画を策定。今後、公共施設の
適正配置計画や長寿命化計画も検討中で、施
設保全計画の更新も予定。

委員長　伊丹準二、副委員長　立石隆男
委　員　中村保男、森谷政義、楠井泰功、安藤忠明、五味伸亮

日　　時

場所・事項

参  加  者

総務委員会の行政視察の報告

中
央
市
、
三
好
市
で
、
合
計
で

人
口
２５
万
人
に
な
り
、
目
標
は

達
成
で
き
る
と
考
え
る
。
つ
ま

り
近
く
に
居
な
が
ら
訪
れ
る
き

っ
か
け
が
な
か
っ
た
地
元
へ
の

Ｐ
Ｒ
が
大
切
に
な
る
。
そ
こ
で
、

例
え
ば
本
市
の
Ｈ
Ｐ
や
広
報
、

情
報
発
信
ツ
ー
ル
を
利
用
し
、

伊
吹
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に

三
豊
市
の
紹
介
を
す
る
。
同
様

に
、
三
豊
市
に
も
本
市
の
紹
介

を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
相
互

連
携
を
提
案
す
る
。
お
互
い
が

お
互
い
の
観
光
資
源
を
理
解
し
、

宣
伝
し
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
行

政
を
、
市
単
独
で
は
な
く
、
周

辺
地
域
一
帯
で
考
え
て
い
け
る

共
生
地
域
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　近
隣
市
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
四
国
ま
ん
な
か
交
流

協
議
会
の
数
々
の
事
業
で
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
三
豊
市

を
含
め
、
周
辺
地
域
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
や
広
報
紙

を
活
用
し
て
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
を
契

機
と
し
、
相
互

連
携
が
図
れ
る

よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　落
雷
に
よ
り
保
存
木
が

燃
え
た
り
施
設
の
煙
感
知
器
が

故
障
し
た
り
し
て
い
る
。
本
市

に
は
気
象
庁
発
表
の
注
意
情
報

を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
シ
ス

テ
ム
は
な
い
。
報
道
に
よ
る
気

象
情
報
な
ど
に
注
意
を
払
い
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。
次
に
情
報

機
器
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
Ｕ

Ｐ
Ｓ
（
瞬
間
停
電
や
過
電
流
に

対
応
し
保
護
す
る
装
置
）
を
設

置
し
て
お
り
、
過
電
流
保
護
機

能
付
Ｏ
Ａ
タ
ッ
プ
の
導
入
も
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
新
設
さ
れ

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
保
護
対
策
を
新
築
時
に
導
入

し
、
万
全
を
期
し
て
い
く
。

　
　
　今
回
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
は
、
３
シ
ー
ズ
ン
す
べ
て

に
香
川
県
ま
で
訪
れ
る
県
外
か

ら
の
来
客
は
少
な
い
と
考
え
、

１
日
平
均
７
０
０
人
の
達
成
は

困
難
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
注
目

す
る
の
は
３
割
の
地
元
の
集
客
。

地
元
と
は
、
三
観
地
域
、
四
国

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
と
周
辺

地
域
の
相
互
連
携
に
つ
い
て

五
味　

伸
亮

質
問

▲西東京市

▲立川市

答
弁

答
弁

観音寺市

四国中央市 三好市
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
専決処分の承認について（平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第３号）） 承　　認

観音寺市証人等の実費弁償支給条例の一部改正について 原案可決

市町合併に伴う粟井坂瀬山林の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市一般廃棄物処理施設技術管理者の資格を定める条例の制定について 〃

観音寺市農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市公園条例の一部改正について 〃

観音寺市風致地区内における建築等の規制に関する条例の制定について 〃

観音寺市下水道条例の一部改正について 〃

観音寺市放課後児童クラブ条例の一部改正について 〃

観音寺市公民館条例の一部改正について 〃

観音寺市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の
制定について

〃

観音寺市航路事業施設条例の一部改正について 〃

教育委員会委員の任命について 同　　意

公平委員会委員の選任について 〃

人権擁護委員の候補者の推薦について 〃

市道路線の認定及び変更について 原案可決

観音寺市公共下水道観音寺第１ポンプ場（災害復旧）の建設工事委託に関する協定の一部を変更す
る協定の締結について

同　　意

財産の処分について 〃

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃

平成２４年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２４年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２４年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２４年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃

工事請負契約の締結について（観音寺小学校建設事業　屋内運動場・プール棟　建築主体工事）　 同　　意（反対２人）

工事請負契約の締結について（観音寺幼稚園・保育所建設事業　建築主体工事） 　　〃 　（反対３人）

工事請負契約の締結について（観音寺幼稚園・保育所建設事業　機械設備工事） 　　〃 　（反対３人）

※陳情 　

住宅リフォーム助成制度創設を求める陳情書　 継続審査

ゆきとどいた教育の実現を求める意見書採択に関する陳情 不採択

安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める陳情書 継続審査

介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求める陳情書 〃

※議提議案
観音寺市議会基本条例の一部改正について 原案可決

観音寺市議会会議規則の一部改正について 〃

観音寺市議会委員会条例の一部改正について 〃

●第４回（１２月）定例会

議会からのお知らせ
●次回の定例会は３月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　石 山 秀 和 　　　◆副委員長　五 味 伸 亮

◆委　　員　楠 井 泰 功 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　篠 原 重 寿 　　　◆　　〃　　　井 上 浩 司

◆　　〃　　　大 平 直 昭 　　　◆　　〃　　　詫 間 　 茂

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23−3913　FAX23−3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp


